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緑
を
育
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、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
報

道
が
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
連
日
続

い
て
い
る
▼
感

染
力
が
強
く
、

対
処
す
る
ワ
ク

チ
ン
が
無
い
事

と
感
染
者
の
う
ち
、
約
２
割
が
重

篤
症
状
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
こ
と
も
大
き
く
マ
ス
コ
ミ
報

道
さ
れ
る
原
因
の
１
つ
な
の
か
な

と
思
う
▼
マ
ス
ク
も
増
産
体
制
の

報
道
か
ら
し
ば
ら
く
経
つ
が
ど
こ

に
行
っ
て
も
見
当
た
ら
な
い
、
自

分
の
手
元
に
マ
ス
ク
が
普
通
に
来

る
頃
に
は
、
事
態
が
収
束
に
向

か
っ
て
欲
し
い
と
思
う
し
、
早
く

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
出
来
れ
ば
と

願
う
ば
か
り
だ
▼
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
自
粛
に
な
り
、
選

抜
高
校
野
球
も
自
粛
し
て
中
止
に

な
っ
て
い
る
▼
歯
を
く
い
し
ば
り
、

血
の
滲
む
努
力
を
長
年
続
け
、

チ
ー
ム
の
仲
間
と
や
っ
と
手
に
入

れ
た
選
抜
甲
子
園
へ
の
夢
切
符
▼

新
型
コ
ロ
ナ
の
非
常
事
態
と
は
言

え
、
選
抜
中
止
と
い
う
夢
を
打
ち

砕
か
れ
た
高
校
球
児
の
や
り
処
の

無
い
怒
り
や
悔
し
さ
に
涙
す
る
姿

は
Ｔ
Ｖ
で
見
て
い
て
何
と
も
や
り

き
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
▼
そ
う

簡
単
に
は
い
か
な
い
と
思
う
が
、

気
持
ち
を
前
向
き
に
切
り
替
え
て

叶
う
な
ら
夏
の
甲
子
園
の
舞
台
で

清
々
し
い
プ
レ
ー
を
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
た
い
。（
た
）

年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

『クジラとフェリー　　
　　　　　in 座間味島』
（撮影者：田中靖政・沖縄分会）

　

３
月
６
日
、
九
州
森
林
労
連
会
館

に
お
い
て
、
第
14
回
地
本
委
員
会
が

全
分
会
か
ら
地
本
委
員
が
参
加
し
、

開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
は
、
古
村
地
本
副
委
員
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
委
員
会
議

長
に
、
河
本
委
員
（
宮
崎
分
会
）
を

選
出
。

　

冒
頭
、
甲
斐
地
本
委
員
長
は
、
現

在
の
政
治
情
勢
等
に
ふ
れ
な
が
ら
、

①
「
次
期
、
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

全
体
的
に
既
成
政
党
・
政
治
へ
の
不

信
感
や
し
ら
け
等
が
蔓
延
す
る
中
で
、

労
働
組
合
の
政
治
闘
争
の
必
要
性
や
、

選
挙
闘
争
へ
の
組
合
員
の
参
画
状
況

の
検
証
に
つ
い
て
、
組
織
強
化
の
観

点
か
ら
も
議
論
を
深
め
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た

い
」

②
「
林
野
労
組
と
し
て
の
春
闘
方
針

は
、
人
勧
制
度
の
中
で
あ
っ
て
も
有

利
勧
告
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
職

場
や
地
域
の
取
組
な
し
に
は
あ
り
得

な
い
、
全
分
会
で
要
求
書
を
提
出
し
、

交
渉
を
積
み
上
げ
、
連
続
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
と
と
も
に
、
各
種
手
当
に

つ
い
て
も
人
事
院
交
渉
な
ど
の
取
組

を
継
続
さ
せ
有
利
解
決
を
目
指
す
」

③
「
組
織
態
勢
に
つ
い
て
は
、
組
合

員
の
声
を
吸
い
上
げ
た
職
場
交
渉
の

積
み
上
げ
な
ど
運
動
を
通
し
た
団
結

強
化
や
、
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
世
話
役
活
動
や
一
枚

岩
運
動
の
継
続
を
し
て
い
く
」

④
「
労
働
組
合
は
、
組
織
で
取
組
を

進
め
、
組
織
で
問
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
。
職
場
の
組
合
員
の

声
や
職
場
実
態
を
汲
み
上
げ
、
し
っ

か
り
と
労
働
組
合
が
問
題
提
起
す
る

交
渉
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
る
こ

と
が
重
要
。
労
働
組
合
と
し
て
当
た

り
前
の
こ
と
を
、
コ
ツ
コ
ツ
と
や
り

続
け
る
こ
と
で
結
果
を
出
す
こ
と
が

出
来
る
「
凡
事
徹
底
」
を
す
る
事
が

重
要
、
労
使
の
緊
張
感
を
保
つ
た
め

に
も
あ
ら
た
め
て
全
分
会
で
の
取
組

を
要
請
す
る
」
等
と
あ
い
さ
つ
。

　

引
き
続
き
、
加
藤
地
本
書
記
長
か

ら
、
二
〇
一
九
秋
年
闘
争
の
経
過
と

総
括
、
二
〇
二
〇
春
闘
方
針
（
案
）、

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
総
括（
案
）

を
提
起
。
古
澤
執
行
委
員
か
ら
、

二
〇
一
九
年
度
中
間
決
算
報
告
及
び

補
正
予
算
（
案
）、
二
〇
二
〇
年
度

暫
定
予
算
（
案
）、
規
約
・
規
程
等

改
正
（
案
）
の
提
起
と
、
会
計
監
査

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
・
討
論
で
は
、
定
年
延
長
を

は
じ
め
、
収
穫
調
査
委
託
問
題
、
組

織
態
勢
強
化
、
住
居
手
当
、
新
賃
金

要
求
書
（
都
市
と
地
方
の
格
差
問

題
）、
人
事
異
動
で
の
内
々
示
と
移

転
料
問
題
、
再
任
用
問
題
、
安
全
問

題
（
３
号
通
達
）、
車
両
更
新
、
空

席
ポ
ス
ト
問
題
、
樹
木
採
取
権
、
分

育
な
ど
契
約
林
問
題
、
森
林
事
務
所

移
転
、
諸
手
当
改
善
、
宿
舎
関
係
な

ど
多
岐
の
項
目
に
亘
り
、
全
分
会
か

ら
質
疑
と
発
言
が
あ
り
議
論
を
行
い
、

提
案
さ
れ
た
全
議
案
を
承
認
し
ま
し

た
。。

　

そ
の
後
、
委
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

委
員
会
宣
言
を
全
会
一
致
で
採
択
。

　

最
後
は
、
甲
斐
地
本
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
括
り
、
地
本

委
員
会
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

議長の河本委員（宮崎分会）

全分会から19名の地本委員が参加

「匠の一言」　
　座間味島に行くと必ず見られます。

当
面
の
活
動

４
月
１
日
〜
31
日

　
　
　
　
　

組
織
対
策
強
化
月
間

　
　
７
日　

安
全
祈
願

　
　
８
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

15
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

22
日　

地
本
執
行
委
員
会

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

諸課題前進に向けた取組を意思統一
～第14回　地本委員会～

定
年
延
長
、
業
務
運
営
、
組
織
課
題
な
ど

　
　
　
　 

多
岐
項
目
に
亘
り
議
論
を
行
う

　

林
野
労
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

に
伴
う
取
組
に
つ
い
て
は
、
中
央

本
部
指
示
に
基
づ
き
、
林
野
九
本

指
示
第
22
号
（
2
0
2
0
年
３
月

４
日
付
け
）
で
３
月
初
旬
か
ら
全

分
会
で
進
め
て
い
ま
す
。                                                 

  
こ
れ
ま
で
も
、
各
分
会
に
お
い

て
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
組
合

員
が
広
域
・
散
在
化
す
る
中
で
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
取
組
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
組
織
対

策
上
、
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る

「
組
合
員
へ
の
情
報
伝
達
」
に
つ

い
て
、
よ
り
一
層
の
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。        

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　

林
野
労
組
Ｈ
Ｐ
を
中
央
段
階
で

構
築
を
行
い
、
Ｈ
Ｐ
上
に
組
合
員

専
用
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
林
野

労
組
情
報
、
公
務
労
協
情
報
、
交

渉
状
況
な
ど
を
中
心
に
ア
ッ
プ
さ

れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
新
着
情
報

の
通
知
機
能
に
つ
い
て
も
シ
ス
テ

ム
付
加
さ
れ
ま
す
。

②
中
央
・
各
地
本
の
機
関
紙
掲
載

　
「
林
野
労
組
新
聞
」「
林
野
労
組

九
州
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
本

の
機
関
紙
に
つ
い
て
も
H
P
上

で
閲
覧
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
交
渉
状
況
等
の
掲
載

　

中
央
本
部
の
団
体
交
渉
に
つ
い

て
、「
見
え
る
化
」
を
図
る
た
め
、

事
前
に
交
渉
日
時
や
議
題
な
ど
を

Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
と
し
、

交
渉
状
況
は
速
や
か
に
組
合
員
と

情
報
共
有
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

④
特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い

　

今
回
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
提

示
し
て
い
る
取
組
の
中
で
、
Ｈ
Ｐ

の
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
閲
覧
と
新

着
情
報
通
知
等
を
行
う
場
合
に
は
、

組
合
員
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
し
、
各
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
が

必
須
に
な
り
ま
す
。                                                 

  

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
は
、
特
定

個
人
情
報
の
取
扱
い
と
な
る
こ
と

か
ら
、
林
野
労
組
規
約
「
特
定
個

人
情
報
等
の
適
正
な
取
扱
い
に
関

す
る
基
本
方
針
」
と
「
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
及
び
特
定
個

人
情
報
に
関
す
る
取
扱
規
程
」
を

遵
守
し
ま
す
。

⑤
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
地

本
指
示
等
を
参
照
し
て
戴
き
、
従

来
か
ら
行
っ
て
い
る
紙
媒
体
で
の

直
接
配
布
な
ど
は
基
本
に
置
き
つ

つ
、
迅
速
な
情
報
伝
達
と
共
有
、

組
織
態
勢
の
強
化
に
繋
が
る
よ
う
、

取
組
を
進
め
ま
す
の
で
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登

録
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

林野労組ホームページが
開設されます！
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【
本
田
通
信
委
員
：
大
分
西
部
分
会
】

　

３
月
４
日
、
分
会
は
署
長
室
に
お

い
て
、「
２
０
２
０
新
賃
金
等
に
関

す
る
要
求
書
」
を
当
局
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

要
求
書
は
、
本
部
・
地
本
・
分
会

が
一
斉
に
行

う
行
動
で
あ

り
、
要
求
獲

得
と
労
働
条

件
改
善
に
向

け
た
取
り
組

み
の
１
つ
で

す
。

　

主
な
項
目

と
し
て
「
賃

金
の
引
き
上

げ
」「
非
常

勤
職
員
の
雇

用
確
保
」「
処
遇
改
善
」「
雇
用
と
年

金
の
接
続
」「
労
働
条
件
の
改
善
」

「
障
害
者
雇
用
」「
男
女
平
等
の
実

現
」「
そ
の
他
の
事
項
」
の
８
項
目

に
つ
い
て
、
穴
井
分
会
執
行
委
員
長

が
読
み
上
げ
を
行
い
、
要
求
を
行
い

ま
し
た
。

　

署
長
か
ら
、
要
求
書
に
つ
い
て
上

部
申
達
を
し
、
署
と
し
て
改
善
出
来

る
も
の
に
つ
い
て
は
改
善
を
行
い
た

い
。
ま
た
、
風
通
し
の
良
い
職
場
作

り
に
努
め
た
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
会
は
、
当
署
で
解
決
で
き
る
問

題
は
速
や
か
に
改
善
す
る
こ
と
や
、

上
部
に
対
し
確
実
に
上
申
す
る
よ
う

求
め
要
求
書
提
出
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
庄
司
通
信
委
員
：
大
分
西
部
分
会
】

　

２
月
27
日
に
日
田
玖
珠
労
福
協
春

季
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

地
区
の
組
合
員
及
び
全
労
済
・
九
州

労
金
・
市
民
生
協
が
参

加
し
、
総
勢
60
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
分
西
部
分
会
か
ら

は
３
名
が
参
加
し
、
委

員
長
・
書
記
長
か
ら
県

大
会
出
場
を
目
指
す
よ

う
指
示
が
あ
り
ま
し
た

が
団
体
入
賞
を
果
た
す

第　170　号　⑵2020年４月10日

　

宮
崎
北
部
分
会
か
ら
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
穴
山
信
二

さ
ん
で
す
。

　

長
く
国
有
林
野
事
業
に
従
事
さ

れ
て
き
た
穴
山
さ
ん
は
、
豊
富
な

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
知
識
と
洞

察
力
を
お
持
ち
で
、
国
有
林
マ
ン

と
し
て
の
一
つ
の
理
想
型
の
よ
う

な
方
で
す
。

　

多
趣
味
・
博
識
で
、
山
の
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
お
酒
や
料
理
、
遊

び
や
時
事
問
題
な
ど
様
々
な
分
野

に
精
通
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

僕
の
暇
な
田
舎
暮
ら
し
が
す
ご
く

豊
か
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ

の
見
た
目
の

と
お
り
常
に

ど
っ
し
り
と

構
え
ら
れ
て

い
て
、
何
事

に
も
動
じ
な

い
、
器
の
大

き
い
方
で
す
。

た
く
さ
ん
の

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

す
べ
て
笑
顔
で
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
場
で
遭
難
し
た
と
し

て
も
、
絶
対
に
助
け
に
き
て
く
だ

さ
る
と
確
信
め
い
た
も
の
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　

い
き
な
り
で
す
が
穴
山
さ
ん
、

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

穴
山
さ
ん
と
と
も
に
す
ご
し
た
時

間
は
一
年
と
短
か
っ
た
で
す
が
、

僕
の
人
生
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
財
産
で
す
。

　

穴
山
さ
ん
は
僕
に
と
っ
て
憧
れ

の
ひ
と
で
あ
り
、
一
歩
で
も
近
づ

け
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

【
山
本
通
信
委
員
：
宮
崎
北
部
】

【
高
森
通
信
委
員
：
北
薩
分
会
】

　

北
薩
分
会
は
、
２
月
29
日
、
阿
久

根
市
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
、
分

会
親
睦
会
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
分
会

レ
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
分
会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

組
織
強
化
活
動
を
目
的
に
例
年
開
催

さ
れ
て
お
り
、
当
分
会
の
一
大
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
々
の
運
動
不
足
を
解

消
す
べ
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
予
想
通
り
の
『
雨
！
』、

そ
し
て
、
肌
寒
い
気
温
と
、
参
加
者

の
や
る
気
を
そ
ぎ
取
る
よ
う
な
環
境

で
し
た
が
、
運
良
く
屋
内
開
催
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
時
よ
り
見
せ
る
珍

プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
に
歓
声
（
悲

鳴
？
）
が
起
こ
り
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
深
め
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
豪
華
賞
品
つ
き
の
表
彰

式
を
行
い
、
盛
況
の
う
ち
に
分
会
レ

ク
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
夜
の
交
流
会
は
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
交
流

会
で
高
ま
っ
た
団
結
力
と
夜
の
交
流

会
に
残
し
て
お
い
た
元
気
を
今
後
の

組
合
活
動
に
活
か
す
と
胸
に
刻
み
、

参
加
者
全
員
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

【
片
野
通
信
委
員
：
鹿
児
島
分
会
】

　

２
月
29
日
、
鹿
児
島
市
サ
ン
エ
ー

ル
鹿
児
島
に
お
い
て
、
連
合
鹿
児
島

主
催
の
「
男
の
料
理
教
室
」
が
開
催

さ
れ
、
林
野
労
組
か
ら
２
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
３
班
に
分
か
れ
て
手
ま

り
寿
司
、
ビ
ン
チ
ョ
ス
な
ど
計
４
品

の
料
理
を
手
分
け
し
て
作
り
、
普
段

あ
ま
り
料
理
を
し
な
い
私
は
、
戸
惑

い
な
が
ら
も
料
理
男
子
に
な
っ
て
、

さ
ら
に
モ
テ
る
た
め
講
師
の
先
生
か

ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一
生
懸
命

料
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

手
ま
り
寿
司
の
酢
飯
作
り
で
は
、

鹿
児
島
分
会
一
の
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
こ

と
深
田
さ
ん
が
凄
ま
じ
い
手
つ
き
で

酢
飯
を
ま
ぜ
、
そ
の
光
景
は
思
わ
ず

講
師
の
先
生
や
参
加
者
が
手
を
止
め

て
、
見
と
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

調
理
終
了
後
は
、
出
来
上
が
っ
た

料
理
を
皆
で
食
べ
な
が
ら
、
参
加
者

同
士
交
流
を
深
め
、
全
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
男
の
料
理
教
室
」
に
参

加
し
て
み
て
、
や
は
り
料
理
が
出
来

る
男
の
方
が
モ
テ
る
と
思
っ
た
の
で
、

日
頃
か
ら
少
し
で
も
料
理
を
す
る
よ

う
に
心
掛
け
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
の
日
か
彼
女
が
出

来
た
時
に
は
、
美
味
し
い
料
理
を
彼

女
に
沢
山
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

「憧れのひと」
穴山信二さん（宮崎北部分会）

燃える男の料理です

要求書を提出する穴井分会委員長

穴山さん（右）と筆者（左）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

  

ス
ポ
ー
ツ
交
流

2020
新
賃
金
等
に
関
す
る
要
求
書
を
提
出

飛び賞受賞の猪嶌さん

県
大
会
出
場
を
目
指
し
て

燃
え
る
男
の
料
理
教
室大

分
西
部
分
会

大
分
西
部
分
会

北
薩
分
会

鹿
児
島
分
会

各
分
会
の
精
力
的
な
活
動
と
取
組

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

個
人
で
は
猪
嶌
分
会
副
委
員
長
が

飛
び
賞
を
受
賞
し
、「
タ
ダ
で
は
帰

ら
な
い
精
神
」
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
等
が
自
粛

さ
れ
る
中
、
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら

日
頃
の
運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
を
解

消
で
き
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

【
鹿
田
通
信
委
員
：
長
崎
分
会
】

　

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
支

部
で
あ
る
諫
早
地
区
労
働
組
合
会
議

（
略
称
：
諫
早
地
区
労
）
で
は
、
長

崎
に
原
爆
投
下
さ
れ
た
昭
和
20
年
８

月
９
日
に
つ
い
て
反
核
の
抗
議
活
動

の
一
環
と
し
て
、
毎
月
９
日
に
長
崎

県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
つ

つ
、
諫
早
地
区
に
お
い
て
諫
早
公
園

眼
鏡
橋
前
の
芝
生
広
場
で
令
和
２
年

２
月
９
日
に
非
核
の
願
い
を
込
め
て

反
核
を
呼
び
か
け
る
横
断
幕
を
掲
げ

座
り
込
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
非
常
に
寒
い
中
、
各
単
組

か
ら
10
数
名
程
度
参
加
し
、
一
般
通

行
者
等
に
反
核
を
訴
え
て
、
長
崎
が

最
後
の
被
爆
地
で
あ
り
続
け
て
ほ
し

い
と
の
願
い
を
込
め
、
最
後
に
当
方

が
執
行
部
代
表
と
し
て
締
め
の
挨
拶

を
行
い
散
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
座
り
込
み
は
昭
和
61

年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

今
年
の
７
月
が
４
０
０
回
目
の
座
り

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
８
月
の
「
長

崎
原
爆
の
日
」
に
記
念
行
事
を
行
う

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

核
を
廃
絶
し
平
和
を
守
ろ
う

毎
月
９
の
日
の
非
核
座
り
込
み
の

 

参
加
に
つ
い
て

長崎分会

参加者全員で


